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第二節で の分析か ら分か るように,1750年代 中頃まで は亜麻 製品の生産 と販
売の各分 野で,BLCの 事業活動が展開されていた。事業範囲の拡大 に応 じて,
この時期 の事業収益 も様々な分野か ら期待で きる ものとなった。海外か ら仕入
れて きた亜麻原料や漂 白原材料の販売 を始 め,紡 績,織 布,漂 白生 塵はそれぞ
れ独 自に収益 を上げ られる事業分野 であった。亜麻布の一貫生 産を 目指 して1,,
手掛 け るよ うになった これ らの生産活動 は実質上,相 互独立に運営 され てい た
ので ある。生産規模 と範囲 との拡大 に伴 って,収 益源が多様 化 していったとこ
ろに,こ の時期の収益構造の特徴が あったとい えよう。
織布生産 を中心 とす る事 業範 囲の拡大 によって,BLCは 様 々な収益源 をも
つ よ うになったに もかかわ らず,事 業収入の大部分は依然 として亜麻布の販売
収入 によ るものであ った2,。したがって,事 業活動 を展開 させ る上で,亜 麻布
の販売活動は極めて重 要な意味 をもっていた。亜麻原料 の輸入か ら漂 白生 産に
















回 ロ ン ドン
18世紀 中葉 のロ ン ドンは,ブ リテ ン全 国各地か らの製品の集散地で あ り,海
外貿易や 国際金融の中枢で もあ った。 ここには,イ ングラン ドやス コッ トラ ン
ドか らだ けで はな く,ア イル ラン ド及 び ドイツ,フ ランス,オ ランダか ら も亜
麻製品が集め られ,そ の間にブ リテ ン全国やその支配.ドにある植民地 をめ ぐっ
て,き わ めて激 しい競争 戦が展開 され てい た%こ の よ うな 多 くの地域や 国か
ら移,輸 入されて きた亜麻製品 の流通機構の中枢 に立 っていた のは,リ ンネル
卸売商.linendraperと呼 ばれ る一群の専 門商 人で あった5:1。豊か な資 金力 を擁
し,し か もイ ングラ ン ドや海外の亜麻取 引業 界において幅広 い人脈 を もってい
た彼 らは,特 にBLCの 販路 開拓 の主要な対象で あった61。リンネル卸売商人
3)1う以 こ の時 期 の 会計 帳 簿 の 中 に,粗 製 亜 麻 布coarelinenと良 質 盈 麻 布finelinenとい う二
つ の商 品 項 目が あ る が,そ れ ら は まだ それ ぞ れID項 目以 上 に 分類 さ れ て い る。
4)MinutesoftheGeneralandQuarterly(,owns,May11,且747.イング ラ ン ドや そ の 支 配 下 に あ
る植 民 地 市 場 で の 各 国 ・地域 の亜 麻 製 品 の 競 争 関 係 につ い て は,馬 場 哲 「シ ュ レー ジ ∫ ン麻織 物
工 業 と17.8世紀 ヨー ロ ッパ経 済一 イ ギ リス と の関 連 を 中心 に一 」 「土 地 制 度 史 学 」 第113号,
1986年,4-9頁 を参.照さ れ た し・D
5)N.B.Ha■te&K.G.Ponting,7セ麻 漉 研 ∫`oワα㎡&σ πo肌ゴ`Ilomry,Manchester,1973,PP.
翫一91.18世紀 初 頭 か ら リ ンネ ル 卸 売商linendraperと呼 ば れ る.一群 の 商 人 が次 第 に従 来 の輸 入
仲 介 商m目 皿hzntmiddlemanにと って 代 わ.り,亜 麻 貿 易 の主 導 権 を握 る よ うに な った 。 「総 合 商
人 」generalmerchantとし て の輸 入 卸 売 商 とは 違 って,リ ン ネ ル 卸 売 商 は 通 常 亜 麻 製 品 だ け を.








する。数多 くの競争相手に勝ち抜 き,リ ンネル卸売商の目を自社の製品に向け
させるために,BLCは 様. な々販売方法を採用 しなければならなか った帥。そ
の中で製品価格を引き下げることは最 も効果のある方法と見られていた。1749


















品価 格 の 引 き下 げ や信 用 供 与 の ほ か に,「 コ ー ヒー ハ ウ ス 」coffee-h【)u5eで取 引 先 と商 談 を 行 う
こ とも必 要 の よ うで あ った 。
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にBLCの 事業展 開に深刻 な影響を及ぼ したかは,特 にグラスゴウでの販売活
動か ら窺われ る。
(b)グラスゴウ
BLCの もう一つの販売拠点一 グラスゴ ウの経営環境 はロン ドンのそれ と
大分 違 っていた。 ここでは大西洋対岸の北 アメ リカと西 イン ド諸島 との貿易 に
.よ り,ユ7世紀末か ら対外貿易 と海運 の繁栄が続いた。 この時期 は,す で にブ リ
テ ン北方最大の貿易港 として,グ ラスゴウがその確固たる地位 を築 き.ヒげてい
た9㌔こう した植民地貿 易の繁栄 を背景 に,輸 入品 の対価 にな る様 々な工業製
品に対す る需要 も増えて きた。その中で特 に需要 の大 きか ったのは,植 民地開
拓者 向 けの粗 製亜麻布 であ ったL%需 要 の拡大 と前述 した輸出補 助金の付 与 に
刺激 され,域 内で は東北 ロウラン ドだけではな く,.手ディンバ ラや グ ラスゴウ
の周 辺地域 において も1u,多くの亜麻製造業者が植民地向 け製品の生産 に携わ
るよ うになった。地元の貿易港 を通 じての亜麻製品輸出をめ ぐって,ス コ ット
ラン ド域内生産業者 との競争が特 に激 しか ったのであ る。
この ような状況の下で,BLCは 販路開拓 の的を リンネル卸売商ではな く,
植民地商 人colonialmerchantに絞 ってい た1%地 縁 の関係で グ ラス ゴウで は
卸売商の仲介 がな くて も,植 民地商人 と直接取引 関係 を結ぶ ことがで きる態勢
が整 っていたので ある。そ こで植民 地商 人に直接製品 を売 り込 む ことによって,
他の生産業者 との競争が避 けられる.…方,仲 介経路の省略 もで き,し たが って
臼)W・ フ ァ ル ガ ス ン著,飯 島 啓 二 訳 「近 代 ス コ ッ トラ ン ドの 成 立18-20世 紀 ス コ ッ トラ ン ド
政 治 社 会 史」 未 来 社,1997年,182-183頁。 な お,1730年代 か らの 煙 草 貿 易 の繁 栄 に よ っ て,グ
ラ ス ゴ ゥ が リバ プ ー ルLiver「脚iと ブ1」ス トルBristolと並 ん で,ブ リテ ン の三 大 植 民 地 貿 易 中
心 で あ っ た経 緯 につ い て は,川 北 稔 「工 業 化 の 歴 史 的 前 捌 岩 波 書 店,1993年,212-215頁を 参
照 され た い 。
10)Minutesof'α川π げD舵`鱗,Dec.201753.砂 糖 や 煙 草 を輸 入す る 対価 と して の 粗 製 亜 麻 布
は,消 費 者 の 階層 や 嗜 好 に合 わ せ,品 質 や色 合 い な どに お い て様 々 な工 夫 が 施 さ れ て い た.鮮 明
な 色 調 で 比 較 的 品 質 の低 い も の は,船 員 あ る い は ジ ャ マ イ カで の 砂 糖 栽培,ヴ ァー ジニ ア と メ
リー ラ ン ドで の煙 草 栽 培 に従 事 して い た 黒 人 労働 者 の作 業 脳 生 地 に 当て られ,地 味 で比 較 的品 質
の 良 い もの は ヨー ロ ッパ か らの 移 民 た ち の衣 服 や 日常 生活 用 品 と して 使 わ れ て い た 。
11)A、J.Durie,妙.ゴ乙,PP.131..132、148-150,155.
12}M"溜65げ.ぬ ぞ(チ6π仰1側4Q即 鷹rくyC側ノτ∫,Juロe5,1749,




















㎞ ㎝'ぐ 苗y!oryR画♂τし.,Vo1.XXIX,No.1,1976,p.1L川北,前 掲8.213,232-235頁。 植
民 地 商 人 との 取 引 実 態 は 次 の よ うで あ る。 す なわ ち,植 民 地 商 人 は まず ス コ ッ トラ ン ド域 内 で 植
民 地住 民 が 必 要 とす る 日常 生 活 用 品 や 生産 道 具な ど を調 達 し,そ れ らを ま と め て北 ア メ リ カや 西
イ ン ド諸 島 に ま で 輸 出 す る。 そ して それ らの 商 品 を輸 出 ず る見 返 りに,煙 草 や 砂 糖 な どの1.植民
地 物 産 」 を輸 入 し,そ れ を 国 内市 場 で 販 売 す るか,あ る い は ヨー ロ ッパ 大 陸 諸 国へ 再輸 出 す るか
にす る とい う こ とで あ る,し たが っ て,こ の貿 易 経 路 に 乗 って い た 亜麻 製 品の 販 売 収 益 の 回 収 は.
帰 り荷 の 「植 民 地 物 産」 の販 売 が 実現 す る まで 待 た な げ れ ば な らな く,実 に2-3重 もの の事 業
危 険 性 を帯 び て い た の で あ る。
ユ4)Mゴ.、鷹 ∫げC閲 π げDfrε`f偽Apr.12,1753.A.J.Duhe,op.`鼠,p.130.山田 勝 「近代 イ ギ リ
ス貿 易 経 営 史」 創 成 社,1981年,135-137貞。 ス コ ッ トラ ン ド域 内 で の亜 麻 製 品 取 引 の場 合 に,
製 品 代 金 の決 済 期 間 は 通 常6ヵ 月 に な ワて い る。
エ5)温 ・・罵傭 げ.ぬr`ジ`肥'π'απゴ 飯 碗 畷yα ・μ蹴Mar3,1755.1755年3月 に提 出 され た 営 業 報
告杏 に よ る と,BLCが 植 民 地 商 人 に与 えた 最 も長 い 信用 期 間 ぽ24ヵ月 に達 した 、
124(158>第159巻 第3号
はほとんどBLC側 にかかっていた。 このことを考えると,グ ラスゴウ植民地
商人との直接取引はより高い収益率を期待で きるかわ りに,利子費用が増大す












たのである。総 じて,グ ラスゴウでの販売活動は植民地商人 との直接取引に




そ こで次 に,.各販売拠点での亜麻布 の販売実績 の推移 を見 てみ よう。まずエ
デ ィンバ ラで の販売状況であ るが,図1が 示 しているように,こ こでは1747年
か ら1751年まで の間 に売 り上げ高 の増加傾 向が見 られ るものの,そ の後 の販売
高がほ とんど一定の水準 に止 まっていた。 エデ ィンバ ラ本社 の取 り扱 い製 品は
16)石 坂 昭雄 ・壽 永 欣 三 郎 ・諸 田 実 ・山下 幸 夫 著 『商 業51有 斐 閣 ,1980年,136-137,145頁。
17)MinuteofCourtfDirect,,,Aug.2,1750,Apri112,1753,Feb,20,1755.A.」.Dude,ψ
ff∫,,P.1N).











エデ ィンバ ラとは違 って,域 外市場向 けの販売拠点であ るロン ドンとグラス
ゴウは ともに好調 な販売実績 を上げていた.図1か ら分か るように,1750年に
入る と,ロ ン ドンでの売 り上げ高は安定 した上昇傾向 に転 じ,僅 か3年 の うち
に2倍 以上 の増加 を成 し遂げた。 そ して,グ ラスゴウでの売 り上 げ高 も1753年
まで に増加傾向を保 っている ことを看取ず ることがで きる。 このよ うなロ ン ド
ンとグラスゴウはいずれ も粗製亜麻布 の販売活動 に集 中 していだ 】》。 したが っ
て,最 初か ら大いに期待 されていた粗製亜麻布 の販売 はBLCの 期待 に答える
18)C.A.Malcohn,qρ.`f`.,PP.27レ46-49、A.J.Dude,⑫鵡,p,128,139.エデ ィ ンバ ラ本 社 は
ス コ ッ トラ ン ド域 内 の販 売 活 動 の他 に,イ ン グ ラ ン ドのNewcastle,Hull,Liverpool,Manches.
t巳r,Bristolでの 販 跨 開 拓 に も当 た って い た。 な お,粗 製 亜 麻 布 の 組 み 合 わ せ 品 と して一.・部 の 良
質亜 麻 布 が 海 外 市 場 向 け に販 売 さ れ て い た が,BLCが 取 り扱 って い た 良 質 亜麻 布 は主 に イ ン グ
ラ ン ドを含 む国 内 市 場 向 けの もの で あ った。
19)A.J.Ward.,ψcど'.,FP、37(,一371,664-665.馬場 哲 ,前 掲 論 文,11頁 。1743年に 良 質亜 麻 布
ケ ンブ リ クc3mh・k・に対 す る関 税 賦 課 が 実 施 され てか ら,1745年に また ケ ン ブ リ クや フ ラ ン ス
産 の ロ ンhwnの 国 内 着用 禁 止令 が 議 会 で 通過 され 、 外 国産 良 質亜 麻 布 の輸 入 は 制 度 的 にほ ぼ 全
面 禁 止 の 状 態 に あ った 。
20)M鋭 寵ε∫of,heGenerala.vdQuarterly(弛μ㍑5,Mar,3,ユ755.高関 税 の 賦課 や 輸.入禁 止 が 実施
され て か ら,需 給 逼 迫が 生 じ,良 質 亜 麻 布 の 価 格 が 急 速 に 上 昇 した 。 そ の甘 い 販 売 利 益 に 誘 わ れ,
多 くの 販 売 業 者 は密 輸 入 や 不正 手 法 の 使 用 に走 って い った 。 特 に フ ラ ンス製 の ロ ンや ケ ン ブ リ ク
を ドイ ツの 中 級.ド 級 製 品 と偽 っ て国 内 に持'ら込 む 例 が 多 か った の で あ る。
21)A.」.DロTie,oρぐ鼠,p.128.良質 亜 麻布 も輸 出 向 け の 品 揃 え の 調 達 対 象 に な って い た が,輸 出
向 けの 主 力 商 品 は依 然 と して粗 製 亜 麻 布 で あ った 。
26(160)第159巻 第3号
かのように,順調な成長実績を上げてきたということができよう。 こうした粗
製亜麻布の生産 と販売事業を拡大するために,BLCは 資金的,時 間的に,実
に膨大な費用を投下 した。しかし,果たしてそれに比例する利益がもたらされ
たかというと,この時期の財務状態を一瞥す るだけで,必 ずしもそ うではな
か ったことに気がつ くはずである。この問題を見極めるために,次 は事業活動
の展開をめ ぐる財務状況の変.化に目を向けよう。
(4)財務 状 況
前 に も触れ た ように,「株式 会社」 とい う企業形態の下でBLCは 豊かな資
金源 に恵 まれ,そ れを基に して大規模 な生産活動が次々 と実行 に移 され るよう
にな った。織布工程を中心 として生産 の規模 と範囲が拡大 したため,亜 麻布の
産出量 はい うまで もな く,そ れに応 じて急速 に増大 した。 しか し,販 売活動の
展 開において,BLCは 生 産活動 のそれ よ り多 くの困難に遭遇 した。
営業 初期 の販 売不振がBLCに もた らした最 も頭の痛 い問題.は資金不足 で
あった。後に見 られるよ うに,こ の問題 を解決す るに当たって,債 券Bondや
約束手形Pr⑪missoryNoteの発行 による外 部資金.の調達が講 じられ た。 しか
し,そ れは場当た りの解決法 に過 ぎず,問 題解決の鍵 は依然 と していか に販売
量,特 に粗製亜麻布のそれ を増やすかにある と見 られていた22,。ロ ン ドンや グ
ラスゴウで設立 された直営販売支店は こうした販売促進策の下での産物で あっ
た ともいえる。ところで,販 売網の整備 だけで は粗製亜麻布 の販路 を拡大す る
には なお物足 り.なく,そ の他 にまた様 々な販売手法 を採用 しなけれ ばな らな
か った。前 にロン ドンや グラス ゴウの経営環境 を検討 した ところが ら分か るよ
うに,こ の場合 に販売価格の引 き下げ と取引 先へ の長期信用供与が最 も頻繁 に
採用された手法で あった。1750年代以 降のロ ンドンとグラス ゴウで の販売実績
を見 る と,こ れ らの販売手法は功 を奏 したか のよ うに見え る。エデ ィンバ ラは
22)Mm..げCourtヴPゴ'ぞ仰 肖,Apr.2、1747.Menu一,∫げtheG師㎝`伽4Q昭r蹴 りCo召鷹,
May11.1747.












1748年 60281 420 5,431 44,712 13.4 0.9 12.1
1749年n 10,379 3,591 14,363 74,129 14.D 4.8 19.3
1750年 12,826 1,872 24,110 89,853 14.3 2.1 26.8
1751年 17,646 3,277 22,051 105,300 16.8 3.1 20.9
1752年 23447, 2,869 361452 117,34420.o 2.4 31.ユ
1753年 263831 2,479 46,104 ]30,78520.2 1.9 35.3
1754年 21,221 183 46,059 134,342 15.8 o.1 34.3
1755年 18,835 1,048 35,332 124,745 15.1 0.8 28.3
1756年 17,924 2,334 29,363117,272 15.3 2.0 25.0
1757年 13,980 1,377 27,563 119,89211.7 1.1 23.2
1758年 11,691 2,099 37,042 137,496 8.5 ユ.5 27.0
1759年 ユ1,478 1,275 36,313 149,092 7.7 0.9 24.4
1760年 15,161 1,412 35,495 149,692 10ユ 0.9 23.7
1761年 18.41.1 535 35,700 167,497:11.O 0.3 21.3
1762年 13,601 1,433 35,767 172,708 17.9 0.8 20.7
1763年2) 一 一 17,768 150,7ユ4
一
一 11.8
1764年 1,351 17,318 149,624
1
0.9 一 .11.6
1765.年・ 94 12,375 169,213 Q.oo 一 7.3
出 典:JournalIraerq.theDailyTramaetionsoftheR+la[,hL,.renCompany,1748-1765.
注:1)BLCの 会刮.決算 日 は百49年か ら5月末 に変 更す る よ う にな った 。
2)並 麻 布 在 庫 に 関 す る項 目 は こ の 年 の 会 計 帳 簿 に掲 載 され なか っ た の は,1763年に 亜 麻
関 係 事 業 のす べ て が マ カ ロ ック との 合併 会 社 の 管 理 下 に移 され た か らで あ る 。1764年に
マ カ ロ ック との 合 併 契 約 が 解 消 さ れ る よ うに な った が,粗 製 亜 麻 布 の 生 産.事業 が 再 開 さ
れ る こ とは な く,そ れ 以 降 の 事 業 活 動 は ほ と ん ど 亜 麻 布 の 合 同販 売 に 集1.【.1する よ うに
な った の で あ る 。
ともか くと して,ロ ン ドンとグラスゴウは共 に粗製亜麻布 の販売 において順調
な成長実績 を上げていたので あった。
しか し,こ の時期の財務状 況を一瞥す ると,粗 製亜麻 布の好調 な売れ行 きを
軸 とした売 り上げ高の増加は,必 ず しも会社の財務体質の強化に好影響 を もた
らしてい なか った ことが分かる。表2で 示 され てい るように,1754年まで は商
品の販売実現 による受 け取 り手形の総 額が売 り上 げ高の上昇 を追 う形 で,年 々
増 加 してい る。受 け取 り手形billsreceivab且eは売上代 金の うち決算期 末 にお
28〔162)猜159巻 第3号
いて まだ未収 とな っている部分であ り怨〕,したが って取引先 に与 えた信用供与
形態の一つ と考 えられ る。 こうした取 引先へ の信用供与の増 大 に伴 って,利 子
な どの機 会費用が増加す ることはい うまで もないが,会 社の利用 可能 な資金 も
それによって大幅 に縮小す るであろ う。 さらに,グ ラスゴウでの販売状況が示
しているように,植 民地貿易に従事 している取引先 への信用供与 は きわめて危
険性 の高い ものであ った。取引側 の植民地貿易事 業の失敗 によって,製 品代金
として得た受 け取 り手形 は不渡 りとな り,そ のために不 良債権の累積が会社の
財務状態 を一層悪化 させ て しまった ので あび1。 いずれ に して も,取 引先へ長
期 の信用期 間を.与えることは売 り上 げ高の増加 とい う効果 を もた ら しては くれ
た ものの,そ れは結果的に利子 費用や不良債権 の増大 とい う反作用 を招いた こ
とは特 に注意 を要す ることである。
また,販 売 を促 進す るための もう一つの手法一 製品価格 の引 き下げ も収益
率 の低下 を招 くとい う欠点 を持 っていた。 この問題 は特 にロ ン ドンの場合 に深
刻で あった。豊かな資 金を もつ ロ ン ドンの リンネル卸売商 と取引 をす る際に,
信用供与 による利子負担が少額で済む とはいえ,激 しい競争 を勝 ち抜 くための
低価 格販 売が収益率 の低下 をもた らす もので あ った。 デュ リーの計算による表
3か ら分 かるよ うに,エ デ ィンバ ラ,ロ ン ドン,グ ラスゴウこの三つの販売拠
点の うち,ロ ン ドンの利益 率はわずか1,1%に過 ぎず,最 も低い水準 に止 まっ
ていた軌 ロ ン ドンや グラスゴウで のこの ような費用支出や収益状況 を見 ると,
低価格販売や長期信用 の供与 によって達成 された好調な域外販売 実績 は,果 た
して会社 り採算状 態の改善 に役立 ったか どうか は極めて疑問である。 む しろ,
売 り上 げ高が 順調 に伸 びてい くに伴 って,利 子 や販売費用 な どが増 え,し た
23)MinutesofCourtofDirecesms,Apr.12,1753.
24)Ibid,Aug.2,17駅),恥b-5,1753,ぬn.31,1754.1750年8月に取 締 役 会 は す で に 不 良 債 権 問
題 の 深 刻 さ に 気づ い てい た。 しか し,債 権 の 回 収 に 関 して効 果 のあ る対 策 が 取 られ なか った 一 方,
1753年か ら さ ら に 取 引 先 の 連 鎖 倒 産 が起 こ り,そ の あ お りを 受 け不 良 債 権 の 問 題 が...・層 深 刻 に
な った の で あ る。
25)MinutesoftheGeneralandQuarterlyCourts,July4,1757、ロ ン ド ンで の 販 売 活 動 の 低 収 益






エ デ ィ ン バ ラ(1747-1762)
ロ ン ド ン(1748-1762)


















ところに,1750年代末からの事業方針の転換 を促 した契機が存在 していたので
あった。
㈲ 資 金 調 達
営 業 初 期 の 資 金 不 足 問 題 に 直 面 して,BLCは 当 初 ロ イ ヤ ル 銀 行 か ら の 借 り
入 れ や 短 期 債 券 の 発 行 に よ る 資 金 の 調 達 を も っ て26,,問題 の 解 決 を 図 ろ う と し
て い た 。 し か し,こ の.二つ の 方 法 は い ず れ も 多 額 の 利 子 費 用 が か か る も の で
あ っ た 。 利 益 の 見 込 み が ま だ 不 透 明 な 時 期 に お い て,BLCは ほ か の よ り利 子
負 担 の 少 な い 資 金 調 達 法 を 探 り出 さ な け れ ば な ら な か っ た 。 そ こ で 支 配 人 の マ
カ ロ ッ ホ と ト ッ ドは 設 立 特 許 状 で 盛 り込 ま れ た も う 一 つ の 特 権 一 手 形bill
の 発 行 に よ る 資 金 調 達 権 に 目 を 向 け27),1747年9月に 自 社 の 約 束 手 形prom-
26}1ゐ認,Sep.7,1747.短期資金 の調 達にあ たって,当 初 は当座借 り入 れborrowing....upon
面ligatkmp罪ab■e.,,unedaysdateが講 じられ たが,そ れは繁雑 な手続 きを要す る方法で,し
か も利 ∫.が高 くつ くもので あった。 当塵借 り入れ とい う方法 は後 に債券bondsの発 行に切 り替
えられた。
27)CharteroftheBritishLinenCompany,Edinburgh,Sep.17,1746,p,14.特許状 での規 定に よ
る と,BLCは 手 形,債 券の発行 や借 り入れ に よる資金 調達・…・ totakeupMoneyupon/
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i5δo■yn。toの発 行 に踏み切 った。 契約織工,本 社 従業員,各 地 方都 市 の代 理
入へ の賃銀 や製品代金 の支払 いにこ うした自社発行 の約束手形が充て られ鋤,
それによって資金不足 の問題 はよ うや く解決の 目処が立つよ うになった のであ
る。
このよ うな 自社発行 の約.束手形 は,一一覧払い約束手形 としての性格が強 く,
額面 £100のもの を除いて29},£20,£10,£5の方 はいずれ も利子 の負わ な
い ものであ った。 そのため,約 束手形の発行を もって,BLCは 資金調達に必
要 な利 子.負担か らあ る程度解放 され ることがで きた。利子.負担が少 ない とい う
点 は鋤,特 に後 の約束手形 の発行総額の増大 に重要 な意味 を持つ ものであ る。
前述 したよ うに,生 産活動 の一方 的拡大や販売代金の回収 困難 によって,売 り
上げ高が順調 に伸 びてい った ものの,営 業初期 の資金需給 の逼迫状態 は深刻 に
な る一方で あった。 この ような状態 の下で事業活動の継続や拡 大に必 要な短期
資金を調達 するにあた って,BLCは 一層利 チ負担の少ない約束手形の発行 に
依存す るよ うになってい ったのであ る。表4か ら窺われ るように,1748～1754
年 までの生産拡 大期 において,約 束手形 の新規発行額 はほ とん ど年々増加 して
い る。 この ことは約束手形の資金調達手段 として の重要性が増 えつ つあること
を示す もの ともいえよ う。
こうして約束手形 の発行 が資金調達 の主要 な手段になるにつ れ,そ の性格 に
は次第に大 きな変化が生 じて きた。流通範囲 の拡大 と信用の定着に伴 い,BL
C発行 の約束手形 は次第に 「紙幣」 としての機能を もつよ うになってきたので
あ る。前述 した ように,BLC発 行 の約束.手形は主に賃銀や製品代 金の支払い
手段 と して使われ る ものであ った。 一覧 払い の性 格を もつ もので もあ ったた
＼Bill馬跳nds,orObligationsの特 権 が 与 え られ て い る 。
28)MinutesoftheGeneralandRnartvlyCoartr,Mar.5,1750.
29)Minutesof(〕・醜 げP励`'o猷Sep.10,1747,BI、C発行 の 額 面 £,Nの 約 束 手 形 は法 定 利 率
以 上 の利 子 負 担 を負 わ な い こ とに な っ てい る。
30)M加 雄島 呼`加G8濯 ηz♂・～〃`'Q'ごα惚 ノかC叫 職Sep.7,1747.約束 手 形 の 発 行 に 当 た っ て,出
資 者 総 会 で 約 束 手 形 の発 行 に よ る資 金 調 達 は 利 子 負 担 を 軽 減 で き る一 方,当 座 借 り入 れ を す る場
合 の繁 雑 さ も免 れ られ る ことが 述 べ られ てい る。
「ブIJティッシュ亜麻会社 」の事業展開 〔2}〔165}31
表4BLCの 借 り入 れ 総 額 の 推 移 〔単位=金 額ポ ン ド(£)〕
年 月 日 債券の発行額 約束手形の発 行 額
ロイヤル銀行
か らの 借入 借入総額
1748年1月13B 一 一 2,416 17656,
1749'$1月16日 8,842 8,900 4,175 21,917
正749年5月25目 10,103 11,800 L〔圃8 22,951
1750年5月19日 14,607 7,240 2,998 24,845
1751年5月19日 21,297 15.,536 2,688 39,521
1752年5月30目 27,646 18,464 1,654 47,764
1753年5月30日 35,913 ユ8,824 3,175 57,912
1754年5月30日 27,626 27,520 1,545 56,691
1755年5月30日 23,856 22,517 1,750 48,124
1756年5月30日 ユ9,765 20,904 4,120 44,79G
1757年5月30日 16,636 46,860 4,650 68,146
1758年5月30日 17,826 35,695 5,610 59,131
1759年5月3⑪日 17,226 33,158 6,120 56,504
1760年5月30日 15,035 24,337 2,750 42,12ヨ
1761年5月30日 12,162 19,105 2,200 33,467
1762年5月30日 6,576 13,130 2,360 22,066
1763年5月30日 7,500 12,163 2,471 22,134
1764年5月30日 11,569 71878 549 19,996
資料=」曜㎜'ム 號 プoftheDailyTransactionsoftheBritishLinenCompanyB-S.Archiveof
Banko『Sco11and.
注:当 時の通貨単位 はItン ド=20シIJング=240ペンスとい う換算 になっていたが,こ の表で の
計算はポ ン ド以下の金額 はすべ て 「四捨五入1す る。
め3u,そ れ は 発 行 さ れ て か ら ま も な く亜 麻 関 係 業 者 の 間 の 流 通 手 段 と な っ た 。
さ ら に 事 業 活 動 の 全 域 的 展 開 に よ っ て,そ の 流 通 範 囲 は ス コ ッ トラ ン ド全 域 に
ま で 広 が っ て い く よ う に な っ た 。 遅 く と も1750年代 中 頃 ま で に,BLC発 行 の
約 束 手 形 は 亜 麻 関 係 業 者 を111心に ス コ ッ ト ラ ン ド全 域 で 通 用 す る よ う に な り,
「紙 幣 」 と 変 わ ら な い 機 能 を 持 つ に 至 っ た の で あ る 。 こ の こ とが 資 金 調 達 の 約
束 手 形 に対 す る依 存 度 を 一 層 強 め,最 終 的 に 金 融 業 務 の 全 面 的 展 開 を 支 え る 物
的 基 盤 と な っ た の で あ る 。




こう して低収益 と不良債権 とい う二つの構 造的問題 を抱 えているにもかかわ
らず,あ らゆる資金調達手段が動員された結 果,事 業活動 は一応資金不足の問
題に阻 まれ るこ とな ぐ順調に展 開するこ とがで きた。 しか.し,1753年秋 になる
と,い ままで安定経営を保 って きた歩調 は次 第に乱れた様相を呈 しは じめた。
粗製 亜麻布 の好調 な販 売を支 えて きた輸 出補助 金がま もな く期 限切れ とな り32〕,
しか もそれを延長す る論議が議会に出て こなかったことで,経 営計 画の実行 を
め ぐってBLC内 部 に混乱が生 じたのである。粗 製亜麻布 の好調な販売 を支 え
て きた輸 出補助金が打 ち切 られ ると,価 格競 争力 が忽 ち低下す る恐れがあ った
ため,ド イツな どの大陸製品 と競争す ることもで きな くなることに対す る経 営
陣の懸念 は日増 しに強 まって きた鋤b輸 出補助 金の停止 に よる亜麻 布販 路の急
減 に備 えて,BLCは 良質亜麻布を始め とす る様 々な生産事業 の縮小 に乗 り出
さざるをえなか ったのであ った。
良質亜麻布 の販売不振が続 く状況のなかで,BLCは 早 くも1753年1月に良
質亜麻布 の生産停 止 に踏み切 った糾1。そ して,粗 製亜麻布 の生産規模 を縮小 し
なが ら,そ の在庫 を一掃す るための様 々な販 売促進手法 を採用 しはじめた。前
述 したよ うに信用供与期間を延長す るこ とは,最 も効果のあ る手法の一つ と見
られていた。 そ して海外在住の商人への製品委託販売 も応急策 として採用 され
たよ うで あ った35j。全体 と して は,輸 出補助金の停止 による販路縮小 を見越 し
て,BLCは 織布生産 を中心 とする事 業活動 の縮小 を図 らざ るをえなか った。
サル トン漂 白場が原料たる亜麻布 の生産量 の急減 によ り一時停 業に追 い込 まれ,











助金はユ756年6月から再開され,ま た同年に英仏7年 戦争が勃発 し,軍需を中
心とする海外からの粗製亜麻布に対する需要は再び勢いよく増大し始めた醐。
こうして粗製亜麻布生産の諸関連分野は再開され,そ れによってユ753年以前の








者への貸 し付けや手形の割 り引 き業務が増えつつあった..輸出補助金の一時停
止を契機にし,事業活動の重心は事実上生産から販売と金融の方へ移っていっ
たのである。
36)A.J.Uncle,⑫ ごム,p.133.
37)1西 ゴ躍,PP.134一正35.
